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(１)広報もとみや号外

№６

７
月

日
に
市
で
は
、
多
く
の
市

12

民
の
皆
さ
ん
が
利
用
す
る
施
設
の
表

土
除
去
を
実
施
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
毎
時
１
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
以
上
の
放
射
線
量
が
確
認
さ

れ
た
施
設
を
対
象
と
し
実
施
す
る
も

の
で
、
公
園
・
広
場
・
地
域
グ
ラ
ウ

ン
ド
な
ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
各
施
設
の
線
量
測
定
を

行
う
と
と
も
に
、
早
期
に
表
土
除
去

を
行
う
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。な

お
、
対
象
施
設
は
次
回
号
外
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ら
義
援
金
を
は
じ
め
心
温
ま
る
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
地
震
発
生
当
初
、
本
宮
市
は
震

度
５
強
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
隣
接
市

町
村
や
中
通
り
地
域
の
多
く
が
震
度
６
弱

以
上
で
あ
り
、
国
に
対
し
被
害
の
状
況
が

そ
れ
ら
の
市
町
村
と
変
わ
り
が
な
い
こ
と

を
強
く
説
明
し
ま
し
た
結
果
、
６
月

日
23

に
気
象
庁
が
本
市
を
「
震
度
６
弱
」
と
訂

市では、中学生以下の子ども
と妊婦を対象に、放射線の積算
線量を測定するガラスバッジを
配付することにしました。

ガラスバッジは、首などから
下げ一定期間着用後、回収し専
門機関に測定を依頼します。

準備が整い次第配付する予定
です。

本宮市長

高松 義行

配付予定のもの

と同種類のガラ

スバッジの写真。

放射線を照射し

たある種のガラ

スに紫外線を当てると光を放つ性質を利用

し積算線量を測定するもので、ガラス線量

計ともいいます。

東
日
本
大
震
災
か
ら
、
４
カ
月
が
経
過
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
市
民
の
皆
様
を

は
じ
め
、
各
種
団
体
、
企
業
の
皆
様
方
か

正
す
る
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
災
害
復
旧
事
業
に
対
す
る
国
か
ら

の
財
政
支
援
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
先
月
よ
り
線
量
計
の
貸
出
し
を
始
め
、
市
民
の
皆
様
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
市
独
自
の
線
量
マ
ッ
プ
を
作
成
・
早
期
に
公
表
し
て
い
く
と
と

も
に
運
動
場
・
広
場
・
公
園
等
の
除
染
を
急
ぎ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
全
国
的
に
節
電
が
要
請
さ
れ
る
中
、
市
で
は
、
市
民
の
皆
様
が
憩
う

場
を
提
供
す
る
た
め
、
中
央
公
民
館
、
え
ぽ
か
、
白
沢
公
民
館
と
し
ら
さ
わ
夢

図
書
館
で
は
、
快
適
な
空
調
設
定
を
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
本
市
に
建
設
さ
れ
た
応
急
仮
設
住
宅
に
は
、
浪
江
町
の
方
々
が
今
月

中
旬
ご
ろ
よ
り
入
居
を
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
市
も
被
災
地
で
は
あ
り
ま

す
が
、
同
じ
県
民
と
し
て
積
極
的
な
支
援
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

放
射
線
防
護
学
の
第
一
人
者
で
日
本
大

学
の
専
任
講
師

野
口
邦
和
先
生
に
、
７

月
か
ら
本
市
の
放
射
線
健
康
リ
ス
ク
管
理

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

野
口
先
生
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
学
校
の

表
土
除
去
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た

ほ
か
講
演
会
で
放
射
線
と
日
常
生
活
の
注

意
点
に
関
す
る
講
演
会
の
講
師
を
努
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
市
の
除
染
対
策
な
ど
で
ア

ド
バ
イ
ス
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

▲表土除去を予定しているみずいろ公園・
わんぱく広場



広報もとみや号外（２）

市
内
の
小
・
中
学
生
、
幼
児
と

そ
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
夏
休

み
期
間
中
、
市
民
プ
ー
ル
と
白
沢

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
無
料
で

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
夏

休
み
の
子
ど
も
た
ち
の
健
康
づ
く

り
の
た
め
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
期

間

７
月

日

～

21

(木)８
月

日
31

(水)

小
・
中
学
生
は
、
教
育
委
員

会
の
指
定
す
る
日
と
な
り
ま
す
。

幼
児
と
そ
の
保
護
者
は
、
各

プ
ー
ル
の
全
営
業
日
が
対
象
で

す
。

◆
時
間
帯

小
・
中
学
生
は
、
教
育
委
員

会
の
割
り
振
る
時
間
で
す
。

幼
児
と
そ
の
保
護
者
は
、
火
曜

日
か
ら
金
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら

午
後
９
時
ま
で
、
そ
れ
以
外
の
曜

日
は
午
前

時
か
ら
午
後
９
時
ま

10

で
幼
児
用
の
プ
ー
ル
が
利
用
で
き

ま
す
。

◆
そ
の
他

小
学
１
年
～
３
年
生
は
、
水
着

着
用
の
保
護
者
同
伴

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
３
３-

２
６
１
１

白
沢
公
民
館

☎
４
４-

２
３
５
０

市
民
プ
ー
ル

☎
３
４-

３
０
０
３

白
沢
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
４
４-

３
３
１
８

市
で
は
小
・
中
学
生
の
熱
中
症

対
策
と
し
て
、
首
に
巻
く
と
ひ
ん

や
り
す
る
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
を
配

付
し
ま
す
。
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
は
、

水
に
浸
し
て
首
に
巻
く
も
の
で
、

１
日
冷
た
さ
が
持
続
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

教
育
部

幼
保
学
校
課☎

内
線
２
３
６

福
島
県
で
は
、
学
校(

幼
稚
園
・
保

育
所
含
む)

・
公
民
館
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
・
子
供
会
・
育
成
会

・
社
会
教
育
団
体
な
ど
が
、
夏
に
行

う
自
然
体
験
活
動
や
交
流
体
験
の
事

業
に
対
し
て
宿
泊
費
や
交
通
費
等
を

補
助
し
ま
す
。
学
校
の
部
活
も
補
助

対
象
で
、
１
団
体
１
回
限
り
補
助
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

詳
し
く
は
担
当
係
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

◆
補
助
期
間

７
月
～
９
月
末

◆
補
助
対
象
者

幼
児
、
小
学
生
、
中
学
生
と

引
率
者

◆
補
助
内
容

県
内
で
実
施
す
る
体
験
活
動(

自

然
体
験
・
交
流
体
験
・
林
間
学
校

・
キ
ャ
ン
プ
な
ど)

に
つ
い
て
、
宿

泊
費
と
交
通
費
な
ど
を
補
助
し
ま

す
。

▼
宿
泊
費

ひ
と
り
１
泊
７
千
円

(

上
限
７
泊)

▼
交
通
費

ひ
と
り
上
限
５
千
円

市
で
は
、
学
校(

幼
稚
園
・
保
育

所
含
む)

・
公
民
館
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
・
子
ど
も
会
・
育
成

会
・
社
会
教
育
団
体
と
旅
行
業
者
が

行
う
自
然
体
験
学
習
な
ど
の
活
動
に

対
し
て
交
通
費
と
保
険
料
を
補
助
し

ま
す
。
１
団
体
１
回
限
り
補
助
で
、

「
ふ
く
し
ま
っ
子
夏
の
体
験
活
動
応

援
補
助
事
業
」
の
補
助
を
受
け
た
団

体
は
補
助
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
な
お
、
詳
し
く
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
補
助
期
間

月
～
１
月
末

10

◆
補
助
対
象
者

幼
児
、
小
学
生
、
中
学
生
と

引
率
者

首に巻くだけでひんやり
涼しいネッククーラー

▲無料開放する本宮市民プール

福
島
県
と
市
で
は
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
図
る

た
め
、
次
の
と
お
り
自
然
体
験
・
交
流
体
験
を
行
う

事
業
に
補
助
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

(

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
以
外
の
団
体)

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
３
３-

２
６
１
１

(

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ)

教
育
部

幼
保
学
校
課

☎
３
３-

１
１
１
１



福
島
県
で
は
、
原
発
事
故
に
係
る
県
民
の

不
安
の
解
消
、
長
期
に
わ
た
る
県
民
の
健

康
管
理
に
よ
る
安
全
・
安
心
の
確
保
を
目

的
に
、
３
月

日
時
点
で
県
内
に
居
住
し

11

て
い
た
方
を
対
象
に
県
民
健
康
管
理
調
査

「問診票（案）」は福島県(災害対策本部)のホームページからもダウンロードすることができます。
（http://www.pref.fukushima.jp/j/）
（平成23 年東北地方太平洋沖地震による被害状況即報(県災害対策本部ホームページ)＞原子力災
害情報＞県民健康管理調査について）

◆問い合わせ先
○ 調査全般に関するお問合せ

福島県災害対策本部 救援班 県民健康管理チーム
電話番号 024-521-8028（8:30～19:00） E-mail kenkoukanri@pref.fukushima.jp

進研ゼミのベネッセグループのひとつ、ベネッセアートサイト直島では、アートの島として有
名な香川県香川郡の直島に本宮市の小学生２０人を招待します。４泊５日の日程で、勉強会・海
水浴・お祭りなど香川県の小学生と交流を深めます。瀬戸内海に浮かぶ美しい直島で、新しい仲
間と出会い、友情を結ぶ体験から生きる力を育む元気で楽しいキャンプに参加してはいかがでし
ょうか。詳しくは、小学校を通じてお配りしたチラシをご覧ください。
日 程 ８月２１日(日)～２５日（木） ４泊５日

申込み締切 ７月２５日(月)

問い合わせ先 直島ふるさとの海の家つつじ荘(香川県) ☎087-892-2838(9時～18時)

を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
３
月

日
か
ら

日
の
行
動
記
録
に
よ
り
、
放
射
線
に

11

25

よ
る
被
ば
く
線
量
の
推
計
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
健
康
管
理
に
意
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
の
調
査
に
積
極
的
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
「
い
つ
」
「
ど
こ
に
」
「
ど
の
く
ら
い
居
た
か
」
「
ど
の
よ
う
に
移
動
し
た

か
」
な
ど
が
被
ば
く
線
量
を
推
計
す
る
上
で
重
要
な
情
報
と
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
ま
た
、
ご
一
緒
に
行
動
さ
れ
た
方
々
と

も
ご
相
談
の
う
え
、
行
動
を
記
録
（
メ
モ
）
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

市
と
し
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
を
守
る
た
め
、
健
康
管
理
調
査
に
積
極
的
に
協

力
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲健康管理調査の基本調査問診票（案）。震災後
の行動などをできるだけ思い出して記録して
おいてください。また、３月中に食べた自家
栽培の野菜や、飲料水の種類を記入する項目
もあります。

(３)広報もとみや号外



広報もとみや号外（４）

福
島
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
事
業
活
動
に
影
響
を
受
け
た
中

小
企
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
「
ふ
く

し
ま
復
興
特
別
資
金
」
を
創
設
し
、

６
月
１
日
よ
り
取
扱
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

こ
の
資
金
は
、
融
資
後
３
年
間
は

県
が
利
子
補
給
を
行
う
こ
と
に
よ
り

実
質
無
利
子
と
な
り
ま
す
。

本
宮
市
で
は
、
こ
の
制
度
を
利
用

し
た
市
内
の
中
小
企
業
を
対
象
と
し

て
信
用
保
証
料
の
３
カ
年
相
当
分
を

補
助
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

◆
信
用
保
証
料

万
円
を
上
限
に
補

20

助
金
と
し
て
交
付
い
た
し
ま
す
。

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

福
島
県
中
小
企
業
制
度
融
資
「
緊
急

経
済
対
策
資
金
」
ふ
く
し
ま
復
興
特

別
資
金
の
あ
ら
ま
し

◆
対
象
者

福
島
県
内
に
事
業
所
を
有
し
、
次
の

い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
中
小
企

業
者

ア

平
成

年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

23

震
に
よ
る
災
害
（
地
震
・
津
波

等
）
に
よ
り
当
該
事
業
所
等
に
損

害
を
受
け
た
者
（
県
内
事
業
所
の

住
所
地
を
管
轄
す
る
市
町
村
が
発

行
す
る
罹
災
証
明
書
を
要
す
る
）

イ

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
に
よ
る
警
戒
区
域
、
計

画
的
避
難
区
域
ま
た
は
緊
急
時
避

難
準
備
区
域
内
に
事
業
所
を
有
す

る
者
（
県
内
事
業
所
の
住
所
地
を

確
認
で
き
る
書
類
を
要
す
る
）

ウ

震
災
発
生
後
の
最
近
３
カ
月
間
の

売
上
高
ま
た
は
販
売
数
量
（
建
設

業
に
あ
っ
て
は
、
完
成
工
事
高
又

は
受
注
残
高
。
以
下
「
売
上
高

等
」
と
い
う
。
）
が
前
年
同
期
に
比

し
て

％
以
上
減
少
し
て
い
る
者

10

（
県
内
事
業
所
の
住
所
地
を
管
轄

す
る
市
町
村
が
発
行
す
る
証
明
書

を
要
す
る
）

◆
融
資
限
度

運
転
資
金
、
設
備
資
金
、

８
千
万
円
（
併
用
時
は
８
千
万
限

度
）

◆
融
資
期
間

年
以
内
（
う
ち
据
置

15

３
年
以
内
）

◆
融
資
利
率

固
定

年
１
・
５
％
以

内
（
融
資
後
３
年
間
は
利
子
補

給
）

◆
保
証
料
率

必
ず
信
用
保
証
協
会
の

保
証
付
き
と
な
り
ま
す
。

年
０
・
５
％
（
責
任
共
有
制
度
対

象
外
で
１
０
０
％
保
証
）

◆
担

保

審
査
に
よ
り
必
要
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
保
証
人

法
人
１
名
以
上
、
個
人

必
要
に
よ
り
（
原
則
第
三
者
保
証

人
は
不
要
）

◆
申
込
み
先

県
内
の
金
融
機
関
（
銀

行
・
信
用
金
庫
・
信
用
組
合
）

※
融
資
に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関
お
よ
び
信

用
保
証
協
会
の
審
査
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す

の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

信
用
保
証
料
補
助
金
の
申
請
は
、

融
資
を
受
け
た
際
に
、
取
扱
金
融
機

関
で
所
定
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
の
手
続
き
が
な
い
場
合
は
、

信
用
保
証
料
補
助
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

商
工
労
政
課

商
工
労
政
係

☎
内
線
１
５
２

本
宮
市
緊
急
経
済
対
策
資
金

保
証
料
補
助
制
度
の
ご
案
内

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

の
ご
案
内

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
は
、

自
然
災
害
に
よ
り
生
活
基
盤
に
著

し
い
被
害
を
受
け
た
被
災
者
に
対

し
、
生
活
再
建
支
援
金
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ
り
、
自
立
し
た
生
活

の
開
始
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

支
給
金
額
は
住
宅
の
被
害
程
度
、

住
宅
の
再
建
方
法
に
よ
り
異
な
り

ま
す
が
、
最
高
３
０
０
万
円
の
支

援
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
世
帯

①

住
宅
が
全
壊
し
た
世
帯

②

住
宅
が
半
壊
ま
た
は
住
宅
の
敷

地
に
被
害
が
生
じ
、
そ
の
住
宅

を
や
む
を
得
ず
解
体
し
た
世
帯

③

災
害
に
よ
る
危
険
な
状
態
が
継

続
し
、
住
宅
に
居
住
不
能
な
状

態
が
長
期
間
継
続
し
て
い
る
世

帯
④

住
宅
が
半
壊
し
、
大
規
模
な
補

修
を
行
わ
な
け
れ
ば
居
住
す
る

こ
と
が
困
難
な
世
帯
（
大
規
模

半
壊
世
帯
）

◆
支
援
金
の
支
給
額

支
給
額
は
、
次
の
２
つ
の
支
援
金

の
合
計
額
で
す
。
（
世
帯
人
数
が
１

人
の
場
合
は
、
４
分
の
３
の
額
）

①
住
宅
の
被
害
程
度
に
応
じ
て
支

給
す
る
支
援
金
（
基
礎
支
援

金
）

■
全
壊
・
解
体
・
長
期
避
難(

対

象
世
帯
の
①
②
③
に
該
当)

１
０
０
万
円(

万
円)

75

■
大
規
模
半
壊(

対
象
世
帯
の
④

に
該
当)万

円(

万
５
千
円)

50

37

②
住
宅
の
再
建
方
法
に
応
じ
て
支
給

す
る
支
援
金
（
加
算
支
援
金
）

■
建
設
・
購
入

２
０
０
万
円(

１
５
０
万
円)

■
補
修１

０
０
万
円(

万
円)

75

■
賃
貸(

公
営
住
宅
以
外)

万
円(

万
５
千
円)

50

37

◆
申
請
窓
口

本
庁

生
活
安
全
課

支
所

市
民
福
祉
課

◆
申
請
時
の
添
付
書
面

①
基
礎
支
援
金

り
災
証
明
書
、
住
民
票
な
ど

②
加
算
支
援
金

契
約
書
（
住
宅
の
購
入
、
賃

借
等
）
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ
先

生
活
安
全
課

☎
内
線
１
１
２


